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≪学会震災特別プロジェクト企画≫ 

■東日本大震災とNPO広報・マーケティング 

 

【セッションのねらいと論点】 

NPOが果たす社会的役割の一つに、「何かをしたい」と

いう市民の想いを拾い上げ、具体的なアクションに動員

していくというものがある。本パネルは、東日本大震災を

事例に、NPOがこうした市民の声にどのように応え、ま

たこうした市民の想いをどのように促し、寄付やボラン

ティアなどのアクションへと誘っていったのかを総括、

検討するものである。 

東日本大震災は、NPOの広報・マーケティングにとっ

て、一つの転換点とも捉えられる出来事であった。未曾有

の大震災は、「何かをしたい」という想いを持つ潜在的支

援者層の広がりと、自発的な行動に対する機運の高まり

をもたらした。NPOの存在もこれまで以上に広く知られ

るところとなり、市民の関心を高める契機となったので

ある。こうした状況は、その専門分野に関わらず、NPOに

とって新たな寄付者や会員、ボランティアを獲得するチ

ャンスであると同時に、団体の活動を広く周知する好機

ともなった。本パネルの第一の目的は、震災によりもたら

された、こうしたチャンスに対するNPOの対応を検証す

ることである。震災に際し、NPOはどのような広報・マ

ーケティングのアプローチを行ったのか。潜在的支援者

層に働きかける上での戦略を、震災特別プロジェクト・情

報班による調査の中間報告、および二団体の実践例から

総括する。 

チャンスを生み出した一方、東日本大震災は、NPOの

広報・マーケティングに新たな課題を突きつける出来事

でもあった。特に、救援期から復興期へと移行する中で、

震災を機に裾野が広がった潜在的支援者層の関心を、ど

のようにNPO本来の活動へと向けていくのかという課題

が浮上したのである。例えば、海外での国際協力活動に取

り組む団体が、震災に際して、その中心的な活動ではない

日本国内での緊急支援活動を行ったケースでは、震災を

機に新たにつながりを得た寄付者や支援者の関心を、海

外での活動にどのように誘導していくのかが大きな課題

となった。NPOは、これまで以上に自分たちの活動をど

のように支援者に伝え、訴えていくのかを戦略的に考え

る必要に迫られているのである。本パネルの第二の目的

は、東日本大震災という転換点を経て、広報・マーケティ

ングの観点からNPOが直面する課題を明らかにすること

である。 

こうした震災後の NPO 広報・マーケティングは、『広

報会議』などで取り上げられてはいられるものの、包括的

な実態調査や学術的な総括は依然として行われていない。

本パネルは、そのギャップを埋めることを目指すもので

ある。 

以上の背景・問題関心から、本パネルでは、NPO広報・

マーケティングの実践家、専門家をパネリストに迎え、震

災直後から現在に至るまでの実態と成果、課題を明らか

にしていく。なお、本パネルは日本NPO学会・震災特別

プロジェクト情報班による活動の一環として位置づける

ものである。 
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